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き

蜂矢真郷教授近影

2009年 8月 26日、63歳の誕生日に、

研究室旅行において、自山スーパー林道にて

(撮影:鹿末陽子)
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蜂
矢
真
郷
先
生
を
お
送
り
す
る

金

水

敏

蜂
矢
真
郷
教
授
が
こ
の
二
月
、
停
年
を
も

っ
て
大
阪
大
学
を
退
職
さ
れ
る
。

先
生
は
、
京
都
大
学
文
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
以
後
親
和
女
子
大
学

（現
、
神
戸
親
和
女
子
大

学
）
専
任
講
師
、
帝
塚
山
学
院
大
学
文
学
部
助
教
授
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
助
教
授
等
を
経
て

一
九
九

一
年
四
月
、
大
阪
大
学
文
学
部
に
助
教
授
と

し
て
ご
着
任
に
な

っ
た
。
そ
の
後
、
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
ま
た
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
所
属
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た

が
、
都
合

一
九
年
に
わ
た

っ
て
文
学
部

。
文
学
研
究
科
に
在
職
さ
れ
、
学
生
の
指
導
と
ご
自
身
の
研
究
と
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
訳
で
あ
る
。

学
会
活
動
に
お
い
て
は
、
国
語
学
会

（
二
〇
〇
四
年
四
月
よ
り

「
日
本
語
学
会
」
と
改
称
）
で
は
編
集
委
員

。
大
会
運
営
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
ま
た

二
〇
〇
〇
年
四
月
よ
り
現
在
に
い
た
る
ま
で
評
議
員
を
務
め
ら
れ
、
学
会
運
営
の
指
導

・
助
言
に
当
た
ら
れ
て
き
た
。
訓
点
語
学
会
で
は
二
〇
〇
三
年

一
一
月
よ
り
現
在
ま
で
委
員
を
務
め
ら
れ
、
ま
た
萬
葉
学
会
で
は

一
九
七
九
年

一
二
月
以
来
編
集
委
員
を
、
二
〇
〇
九
年
四
月
か
ら
は
代
表
を
務
め
ら

れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
で
は

一
九
八
九
年
よ
り
委
員
の
任
に
当
た
ら
れ
、
以
後
編
集
主
任
を
経
て
、
二
〇
〇

一
年
四
月
以
降
は

前
田
富
頑
先
生
の
後
を
受
け
、
代
表
幹
事
と
し
て
文
字
通
り
研
究
会
を
支
え
ら
れ
て
き
た
。
同
様
に
国
語
文
字
史
研
究
会
で
も
、
二
〇
〇
八
年
四
月
以

降
代
表
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

先
生
の
ご
研
究
は
、
上
代
を
中
心
と
す
る
国
語
語
彙
の
語
構
成
論
的
研
究
を
も

っ
て
そ
の
根
幹
と
な
す
と
言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。　
一
九
九
八
年
に
は



『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
、
本
年
二
月
に
は
続
編
と
も
言
う
べ
き

『
国
語
派
生
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』
が
出
版
さ
れ
る
。

前
者
に
対
し
て
は
、
同
年
の

一
一
月
に
新
村
出
賞
が
与
え
ら
れ
た
。
「上
代
を
中
心
と
す
る
」
と
述
べ
た
が
、
先
生
が
ご
著
作
の
中
で
引
用
さ
れ
る
資

料
は
上
代
に
と
ど
ま
ら
ず
、
平
安

・
鎌
倉
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
近
代
資
料
に
い
た
る
ま
で
、
国
語
資
料
と
言
え
る
も
の
は
こ
と
ご
と
く
目
を
通
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
の
博
捜
ぶ
り
で
あ
る
。
小
さ
な
こ
と
ば
の
部
品
を
選
り
分
け
、
磨
き
上
げ
、　
一
つ
一
つ
組
み
立
て
て
い
く
様
は

ま
る
で
精
密
機
械
を
見
る
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
組
み
上
げ
ら
れ
た
体
系
は
厳
密
な
実
証
的
手
法
に
支
え
ら
れ
、
見
事
に
国
語
語
彙
の
活
々
た
る
語
脈

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
文
献
国
語
史
の
鑑
と
も
言
う
べ
き
先
生
が
身
近
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
学
生
に
と

っ
て

の
み
な
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
同
僚
に
と

っ
て
も
何
よ
り
の
幸
せ
で
あ

っ
た
。

大
学
運
営
に
当
た
っ
て
も
、
先
生
の
ご
貢
献
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ

っ
た
。
ご
着
任
以
来
、
出
席
さ
れ
た
す
べ
て
の
教
授
会
、
各
種
委
員
会
、
講

座
会
議
資
料
は
約
ニ
ミ
リ
四
方
の
繊
細
な
字
で
書
か
れ
た
詳
細
な
メ
モ
と
と
も
に
研
究
室
に
す
べ
て
保
存
さ
れ
て
い
る
と
伺

っ
て
い
る
。
時
に
、
事
務

方
で
も
残

っ
て
い
な
い
よ
う
な
記
録
で
も
、
蜂
矢
先
生
に
伺
え
ば
必
ず
あ
る
と
い
う
話
を
何
人
も
の
先
生
方
か
ら
伺

っ
た
。
会
議
な
ど
で
は
、
事
の
経

緯
を
正
し
く
踏
ま
え
、
整
然
と
筋
の
通

っ
た
発
言
を
な
さ
る
の
で
あ
り
、
議
事
が
混
迷
に
陥
り
か
け
た
時
に
先
生
の
ご
発
言
に
よ
っ
て
ぱ

っ
と
結
論
ま

で
の
道
筋
が
開
か
れ
る
、
と
い
う
場
面
を
何
度
も
間
近
に
見
て
き
た
。

蜂
矢
先
生
は
学
生
の
未
熟
な
研
究
に
対
し
、
叱
責
し
た
り
非
難
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
は
皆
無
で
あ
り
、
指
導
の
態
度
は
厳
格
な
中
に
も
、
学
生
の

気
づ
き
を
待

つ
根
気
強
い
態
度
で
接
せ
ら
れ
、
必
ず
前
向
き
に
研
究
を
進
展
さ
せ
る
よ
う
な
建
設
的
な
コ
メ
ン
ト
を
適
切
に
与
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
教

室
で
も
、
学
会
の
討
論
の
場
で
も
同
様
で
あ

っ
た
。

大
学
や
学
会
と
い
う
も
の
が
時
代
の
潮
流
に
も
ま
れ
、
漂
い
出
す
か
の
ご
と
き
現
状
に
あ

っ
て
、
蜂
矢
先
生
に
去
ら
れ
る
私
た
ち
の
不
安
は
言
葉
に

は
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
今
は
た
だ
そ
の
広
大
な
学
恩
に
少
し
で
も
報
い
る
べ
く
、
本
輯
の
特
集
を
も

っ
て
感
謝
の
気
持
ち
に
換
え
る

の
み
で
あ
る
。
本
輯
は
、
大
阪
大
学
に
お
い
て
先
生
に
連
な
る

一
一
人
の
著
者
に
よ
り
、
国
語
学
の
特
集
を
組
む
も
の
で
あ
る
。
ま
た
本
輯
と
は
別
に
、

国
語
語
彙
史
研
究
会
編

『
国
語
語
彙
史
の
研
究
二
十
九
』
が
、
蜂
矢
真
郷
教
授
退
職
記
念
の
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
申
し
添
え
て

お
く
。
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
く
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。


